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■資　本　金�
　396億円（2001年3月31日現在）�
■従業員数�
　8,686人（2001年3月31日現在）�
■製　　　品�
　トラック・バス、各種特殊自動車、�
　小型商業車、乗用車、各種エンジン�
■トラック・バス出荷台数�
　51,975台�
■受託車生産台数（海外生産用部品は除く）�
　140,734台�
■売　上　高�
　5，203億円  （2000年度）�

目　　次�

会　社　概　要�

日野自動車株式会社�

■事　業　所�
　本社・日野工場�
　　東京都日野市日野台３丁目１番地１�
　　〒191-8660　TEL.042-586-5011�
　羽村工場�
　　東京都羽村市緑ヶ丘３丁目１番地１�
　　〒205-8660　TEL.042-579-0411�
　新田工場�
　　群馬県新田郡新田町大字早川字早川10番地１�
　　〒370-0344　TEL.0276-56-5111�
　田町事務所�
　　東京都港区芝４丁目11番３号�
　　〒108-0014　TEL.03-3456-8811�
　茨城御前山テストコース�
　　茨城県東茨城郡御前山村大字長倉字大倉山2023番地�
　　〒311-4613　TEL.0295-55-3122�
　北海道芽室テストコース�
　　北海道河西郡芽室町雄馬別14線26番地１�
　　〒082-0382　TEL.0155-66-2511�
　日高配車センター�
　　埼玉県日高市上鹿山689番地１�
　　〒350-1234　TEL.0429-85-4747�
　青梅部品センター�
　　東京都青梅市末広町１丁目５番１号�
　　〒198-0025　TEL.0428-32-9911
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　緑と水に恵まれたこの国を始め、世界の環境を守りながら、人々の生活をより充実させ、豊かな

社会を次の世代に引き継いでいくことは、現代に生きるものに共通する使命であります。これまでは、

経済成長が優先され、環境の問題を先送りにしてきましたが、新しい21世紀は、自然と調和した発展が

必要不可欠です。�

　自動車は近代の最も身近な文明の証として、個人と社会の生活に欠かせないものとなり、今後も

その位置づけは変わるとは思えません。従って、我々自動車の開発や製造に携わる者の環境に対する

責任は重大です。製品である車から出る排出ガスのクリーン化、極小化はもとより、車のライフ

サイクル全てにわたって環境影響を考え、車をつくる段階での省エネルギー、有害物質の削減、

廃車後の環境負荷を低減するための研究開発等、与えられた課題は数多くあります。その一つ一つに

真剣かつ継続的に取り組み、また成果をあげていかねばなりません。�

　昨年度当社は、東京モーターショー2000において、全く新たなハイブリッドシステムを持つ小型

トラックの試作車を公開しました。また、環境マネジメントシステムの強化に引き続き取り組み、

本社・日野工場でISO14001の認証を取得いたしました。これにより、国内の生産拠点である３つの

工場全てと、研究開発、生産技術並びにその他の本社機能での認証取得が完了いたしました。�

　一方、1996年度からの環境改善計画である「日野地球環境行動計画」の最終年として、掲げた

目標を完遂する事が出来ました。例えば、京都議定書で求められている温室効果ガスの削減目標を

達成したことや、社外への直接埋立廃棄物ゼロを目標より１年早く達成したことなどであります。

2001年度からは、新たに策定し、２月の公表した「日野自動車環境ボランタリープラン」に沿って、更

なる改善に努めて参ります。�

�

　ここに2001年度版の環境報告書を発行いたすことになりました。今回は以上に述べた実績をご報告

するとともに、昨年度版に寄せられたご意見を盛り込んで、一層の充実を図ったつもりであります。

本報告書を皆様とのコミュニケーションの一環として、当社の取り組みへのご理解を深めていただくと

ともに、一層のご鞭撻を賜ることにより日野自動車を更に良き社会の一員としていこうと存じます。�

�

2001年９月�

1

環境担当役員／専務取締役�日野環境委員会委員長／代表取締役社長�
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資源・エネルギーの消費�

産業廃棄物の排出�

環境負荷物質の使用�

資源・エネルギーの消費�

産業廃棄物の排出�

大気・水への排出�

環境負荷物質の使用�

排出ガス�

燃料消費�

騒音�

製品梱包廃材の排出�

排出ガス�

燃料消費�

騒音�

シュレッダーダストの排出�

産業廃棄物の排出�

環境負荷物質の排出�

製品使用�物 流�

調 達�

生 産�

設計・開発�

リサイクル・廃棄�

日野自動車の事業活動と環境への影響�

日野自動車が めざすもの�

性能は、環境のために。�

　今日、自動車は豊かさと快適さを運ぶ、人々の暮らしになくてはならないものです。�

　日野自動車はトラック・バスという商用車を通じて、世界中の人々の暮らしと関わりを持っています。�

　一方で自動車は、開発され、生産され、使用され、やがて寿命を終える間に様々な環境側面を持っ

ています。�

�

�

　日野自動車はこれまで、NOｘ(窒素酸化物）、PM（粒子状物質）などのディーゼルエンジンが環境

に与える影響や生産活動が環境に与える影響のより少ない事業活動のあり方を考えると同時に、

自動車のライフサイクルすべてにわたるあらゆる資源の有効活用に取り組んできました。�

　私たちはディーゼル車のトップメーカーとして、私たちの技術を地球環境のために注ぐことを改めて

決意します。�
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製　品�
環境技術委員会�

生　産�
生産環境委員会�

日野自動車の環境保全活動�

企業理念�

日野地球環境憲章�

日野自動車環境�
ボランタリープラン�

日野自動車�
日野環境委員会�

海外�
販売会社�

国内営業� 海外営業� 国内�
販売会社�

日高�
配車センター�

本社機能�

製品開発�
生産技術�

生　産�

羽村工場�

新田工場�

物　
流�

営　業�

青梅�
部品センター�

関連企業�

日野工場�



　日野自動車は、地球環境問題を経営における重要課題のひとつと位置づけ「豊かで

住みよい地球をめざし、新たな価値を創造し続ける」という企業理念のもと、’93年４

月、地球環境保全に関する考え方をまとめた「日野地球環境憲章」及びその具体的な

行動計画である「日野地球環境行動計画」（’96年に一部改定）を策定し、環境保全活動

を総合的に推進してきました。�

　新世紀に向けた高い目標に挑戦するため、「日野地球環境憲章」の見直しに取り

組み、’01年２月に改定、公表しました。同時に、’05年度までの行動計画を「日野自動

車環境ボランタリープラン」として策定しました。�
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　　全社環境マネジメント�

環境マネジメント�

基本方針�
�

１. 地球環境の保全を総合的かつ継続的に進めます�
私たちはディーゼル車のトップメーカーとして、よりよい製品を世界各国の様々な人々
に提供し、豊かな社会づくりに貢献し続けるとともに、その環境影響を認識し、事業活
動のあらゆる場面において汚染の予防に配慮しながら継続的改善を進めることで、人と
地球の持続的発展のために努力します。�

�
２. 地球環境の保全を具体的かつ確実に進めます�
私たちは環境マネジメントシステムの構築と運用を通じて、私たちに関連する法的及び
その他の要求事項を遵守し、環境目的及び目標を定め、評価し、見直す活動を継続して
いきます。�

�

行動指針�
�

１. 事業活動全般並びにクルマのライフサイクル全てに亘る環境負荷の最小化
　　を図っていきます�
トップレベルの環境性能を有する製品を社会に提供し続けると同時に、この生産及び物
流過程においても環境負荷を最小化する技術をたゆまず開発します。�
また、クルマのライフサイクルにおける全過程を包含する環境マネジメントシステムを
構築し、運用します。�

�
２. 関係会社とのパートナーシップをより緊密にして進めます�
私たちが事業を営むには、多くの方々の協力が不可欠です。クルマづくりのパートナー
と国内外で協力し合い、私たちの環境保全活動を更に大きな輪としていきます。�

�
３. 情報開示･教育･啓発に一層つとめます�
私たちの取り組みを一人でも多くの方に、より正確に知っていただくための活動を推進
します。また私たち自らも、環境感性を磨き続けます。�

�
４. 企業市民としての、社会的取り組みへの積極的な参画を行います�

私たちが社会に対して出来ることは、よりよい製品の提供ばかりではありません。企業
市民として、また地域に生きる企業人として、社会的取り組みに積極的に参画します。�

日野自動車は、「豊かで住みよい地球をめざし、新たな価値を創造し続ける」という企
業理念の下で、下記に揚げる方針に沿って、地球環境の保全を推進します。�
この方針は、日野自動車で働く者皆が自覚するとともに、日野自動車に関心をお寄せ
下さる全ての方々に入手いただけるものです。�

2001年度改定版�日野地球環境憲章�
～日野自動車の環境方針～�
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日野環境委員会（委員長：社長）�

環境保全に関する基本方針の決定�

生産環境委員会（委員長：生産部門統括役員）�

生産並びに物流面から環境保全を推進�

環境技術委員会（委員長：開発部門統括役員）�

製品・技術開発面から環境保全を推進�

1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

○「日野地球環境憲章」制定�

○パルスEGR�
　システム搭載車発売�

○日野環境委員会設置�

○財団法人 日野自動車グリーンファンド設立�

○ディーゼルエンジン－電気ハイブリッド車（HIMR）発売�

○リサイクル法に基づく事前評価実施要領発行�

○環境技術委員会設置�
○カーエアコン用特定フロンを�
　代替フロンに変更完了�
�○コモンレール式燃料噴射システム搭載車発売�

○羽村クリーンセンター完成�

○生産環境委員会設置�

○新田工場 鋳物砂再生装置稼働開始�

○化学物質管理システムの構築�

○環境部発足�

○羽村工場 ISO14001取得�

○使用済み自動車リサイクル・イニシアティブ�
　「自主行動計画」発表�
�

○新田工場 ISO14001取得�

○本社・日野工場 ISO14001取得�

○環境報告書発行�

推進体制�

環境への取り組み経緯�

○「日野地球環境行動計画」制定� ○「日野地球環境行動計画」�
　第１回改定�
�

○「日野地球環境憲章」�
　第１回改定�
○「日野自動車環境VP」策定�

2001 （年）�

　日野自動車は、環境保全に対する行動計画を効率よく着実に推進するため、全社的

組織として、社長を委員長とする「日野環境委員会」を’93年３月に設置しました。ま

た、この下部組織として、製品・技術開発面を担当する「環境技術委員会」、生産・物

流面を担当する「生産環境委員会」を同時に設置し、それぞれのテーマにあわせた小

委員会活動を展開しています。�
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日野自動車　環境ボランタリープラン�

取り組み方針�項　　目�行動指針� 時　期� 目標レベル�

１. 事業活動全般並びにクルマのライフサイクル全てに亘る環境負荷の最小化�
（１）環境マネジメントシステム�
（２）トップレベルの環境性能を有する製品の開発・提供�
（３）生産・物流における環境負荷の最小化�

２. 関係会社とのパートナーシップ�
３. 情報開示・教育・啓発　�
４. 企業市民としての、社会的取組への積極的な参画�

総合的な環境マネジ
メントの推進�
�
環境会計システム�
�
�
�
�
環境に係わる事前評
価システムの適用範
囲拡大と内容充実�
�
�
環境関連事業の推進�
�
�
�
�
燃費の向上�
�
�
排出ガスの低減�
�
�
�
クリーンエネルギー車
の開発�
�
�
�
�
リサイクル性の向上�
�
�
�
環境負荷物質含有量
の管理・低減�
�
�
�
�
�
�
車両の騒音の低減�

１－（１）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１－（2）�

No.

１�
�
�
２�
�
�
�
�
３�
�
�
�
�
４�
�
�
�
�
５�
�
�
６�
�
�
�
７�
�
�
�
�
�
８�
�
�
�
９�
�
�
�
�
�
�
�
10

・ 環境マネジメントシステム
　の適用範囲拡大と充実�
�
・環境会計システムの構築
　と運用定着�
�
�
�
・環境に係わる事前評価
　システムの適用範囲拡
　大と内容充実�
�
�
・環境関連事業の推進�
�
�
�
�
・各国、各地域でクラストッ
　プレベルを確保�
�
・ディーゼルエンジンの画期
　的なクリーン化�
�
�
・クリーンエネルギー車の
　積極的な開発と拡販�
�
�
�
�
・ 2015年リサイクル実効率
　95％に寄与するリサイ
　クル設計の推進�
�
・ 化学物質の管理とトップ
　レベルを目指した取組の
　推進�
・環境負荷物質の低減�
�
�
�
�
・自動車騒音の一層の低
　減による商品力の向上�

2005年度末�
�
�

2001年度末�
�

2005年度末�
�
�

2005年度末�
�

2001年度より�
�
�

2003年度末�
�

2003年度末�
2003年度末�

�
2005年度末�

�
�

2003年度末�
2005年度末�

�
�

2005年度末�
�
�
�
�
�

2005年度末�
�
�
�

2005年度末�
�
�
－�
�
�

2005年度�
�

2001年度より�

・自社の国内全拠点（機能）でISO14001
　認証取得�
�
・自社単体での環境会計システムの精
　度向上�
・連結対象会社に対する環境会計シ
　ステムの適用�
�
・ LCA観点からの製品開発における
　環境負荷の事前評価システムの構築�
・機械設備装置における設備事前評価
　システムの拡大�
�
・産廃処理機搭載型車両の提案のフ
　ルラインアップを完了�
・中古部品販売のネットワーク化�
・リビルト部品種の拡大�
�
・要素技術と車両制御技術開発による
　クラストップレベル確保�
�
・クリーンディーゼル車の早期導入�
・将来のクリーンディーゼル車の技術
　確立�
�
・普及拡大に向けたハイブリッドシス
　テムの一層のレベルアップと搭載
　車種の拡充�
・ CNG等各種クリーンエネルギー車へ
　の継続取組�
�
・リサイクル設計の車両への織り込み�
�
�
�
・管理対象物質の拡充とフォロー体制
　の強化�
�
・当面、水銀・カドミウム・砒素の使用
　廃止、六価クロム使用低減を推進�
　（但し、水銀の放電管への使用は除く）�
・鉛使用量1996年比1/3以下に低減�
�
・次期騒音規制対応車の導入�

行 動 指 針�行 動 指 針�



7

環境�
マネジメント�

取り組み方針�項　　目�行動指針� 時　期� 目標レベル�

フロン低減�
�
�
地球温暖化防止対策
の推進�
�
�
�
環境負荷物質の管理・
低減�
�
�
�
�
廃棄物低減と省資源�
�
�
�
�
水資源の節約�
�
物流合理化の推進�
�
�
�
�
国内外関連会社（仕
入先）との活動充実�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
販売会社との活動充実�
�
�
�
従業員への教育・啓発
活動�
�
�
�
広報活動・情報開示
の推進�
�
�
�
社会貢献活動の推進�

１－（2）�
�
�

１－（3）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
２�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
３�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
４�

No.

11�
�
�
12�
�
�
�
�
13�
�
�
�
�
�
14�
�
�
�
�
15�
�
16�
�
�
�
�
17�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
18�
�
�
�
19�
�
�
�
�
20�
�
�
�
�
21

・車両に於けるフロン対応�
�
�
・CO2低減対策の積極的な
　推進�
�
�
�
・ PRTR対象物質の低減�
�
�
�
�
�
・ゼロエミッションを目指
　した廃棄物低減、省資源
　化活動の推進�
�
�
・水使用量の低減�
�
・CO2排出量の低減、梱包・
　包装資材使用量の低減
　に向けた物流合理化の
　積極的推進�
�
・ ISO14001認証取得の拡大�
�
�
�
�
�
�
�
・ グリーン調達の推進�
�
�
・ 販売会社における環境マ
　ネジメントシステム構築の
　推進�
�
・環境教育システムの充実�
�
・環境啓発活動の充実�
�
�
・環境コミュニケーション
　活動の実施�
�
�
�
・地域社会貢献活動、ボラ
　ンティア活動支援の充実�
・（財）日野自動車グリーン
　ファンドの活動�
�

2000年度より�
2005年度末�

�
2005年度末�

�
�
�
�

2005年度末�
2002年度末�

�
2005年度末�

�
�

2001年度末�
2005年度末�

－�
�
�

2005年度末�
�

2005年度末�
2005年度末�

�
�
�

2001年度末�
�
�

2005年度末�
�

2003年度末�
�
�

2001年度より�
2001年度より�

�
2001年度初�
2001年度末�

�
�

2001年度末�
�

毎年度�
�
�

毎年度�
�

2001年度末�
�
�

毎年度�
�

毎年度�
�

・冷媒使用量の低減1995年度比10％減�
・ CO2冷媒エアコンの開発等�
�
・ 2005年度末までに売上高当たりCO2
　排出量を2000年度比5％減（2010年
　度末までにCO2排出量1990年度比
　10％減）�
�
・電着塗料鉛フリー化�
・VOC排出量をボディライン平均　
　55g/m2�
・ PRTR対象物質を1998年度比30％
　削減�
�
・埋立廃棄物ゼロを全工場で達成�
・焼却廃棄物を1990年度比1/3以下�
・発生源対策として材料ロス低減�
　社内目標値を設定し推進�
�
・台当たり原単位2000年度比10％削減�
�
・CO2総排出量を2000年度比10％削減�
・梱包・包装資材総使用量を2000年度
　比20％削減�
�
�
・国内関連会社生産環境小委員会各
　社（23社）でISO14001認証取得（１
　社１事業所以上）�
・全国内仕入先（日野協力会会員会社
　全社）でISO14001認証取得�
・ 海外主要生産拠点（5箇所）での�
　ISO14001認証取得（2000年度以降立
　ち上がる海外生産拠点は順次取得）�
・部品のグリーン調達を展開�
・事務用品・機器のグリーン調達を展開�
�
・販売会社環境ガイドライン発行�
・国内全販売会社における焼却炉全廃�
�
�
・全社員への体系的な環境教育シス
　テム構築�
・環境をテーマとした各種イベント
　の定期開催と内容充実�
�
・環境報告書の毎年次発行と内容の
　拡大・充実�
・ インターネットを活用した環境情
　報提供の充実�
�
・社員のボランティア活動支援施策・
　制度の一層の充実�
・自然環境の保全活動に対する助成
　の継続�
�
�



項　　目� 目標・方針� 2000年度活動結果�

立地における環境配慮�

公害防止�

省エネルギー�生　　産�

製品開発�

省資源・�
リサイクル�

生　　産�

技術開発�

製品開発�

流　　通�

排出ガスの削減�

車両騒音の低減�

物流の合理化�

・工場等の新設・増設を行う場合、環境影響�
　調査を実施し、公害の未然防止に努める。�
�
・工場環境保全対策を推進する。�
�
�
�
�
�
�
・国内及び海外関連会社も含めた環境保全対策
　の総合推進を図る。�
�
�
・2000年度までにCO2総排出量と売上高あたり排出量
　を1990年度レベルに安定化することをめざす。�
�
・省エネ製品の提供を行うべく努力する（燃費の
　向上）。�
�
・2000年度までに廃棄物社外排出量を1990年度
　レベルから60％削減する。�
�
・製品開発段階で、再資源としての利用の可能性や
　焼却後の環境負荷等の検討を実施し、現状のリサ
　イクル可能比率を維持・向上するように努める。�
�
・樹脂・ゴム再生材調査等再資源化技術開発及び
　シュレッダーダストの減容化・無害化技術の開発へ
　の取り組みを図る。�
�
�
�
・補給部品等の梱包について、包装材、梱包材の
　減量化に取り組むと同時に、省資源・リサイクル
　型材料の使用を促進する。�
�
・長期低減目標を達成すべく、有害大気汚染物質
　の削減に総力をあげると共に、更なる低公害車両
　の開発についても積極的に取り組む。�
�
�
�
・許容限度設定目標値達成に向けて、加速、定常、
　近接排気騒音に対する騒音低減技術の研究、�
　開発を推進する。�
�
�
・調達から納車、納品までの物流システムの改善�
　及び環境負荷の小さい輸送システムの開発・導入
　等の環境に配慮した物流の合理化を推進する。�

・「設備導入事前評価システム」（1998年度より�
　実施）の継続運用。�
�
・本社機能、製品開発、生産技術、生産を含む
　国内全工場でISO14001の認証を取得。�
・「日野地球環境憲章」の改定と2005年度までの
　「日野自動車環境ボランタリープラン」を策定。�
・「化学物質管理システム」の継続運用。�
・VOC排出量を1997年度比44％削減。�
�
・ISO14001の認証取得活動を通じて環境マネジ
　メントシステムの構築を支援。（国内関連6社、
　海外関連1社がISO14001の認証を取得）�
�
・CO2総排出量を1990年度比33％削減。�
　売上高あたり排出量を1990年度比15％削減。�
�
・長期排出ガス規制適合車の低燃費化を達成した
　「スーパードルフィンプロフィア」の車型シリーズ拡充。�
�
・廃棄物社外排出量を1990年度比92％削減。�
・国内全工場で直接埋立廃棄物ゼロを達成。�
�
・熱可塑性材への転換促進などによりリサイクル可能率
　は90％（シャシ）を達成。�
・リサイクル実効率把握のため実車解体調査を実施。�
�
・「デュトロ」の荷台の一部に天然繊維のケナフを
　混合した材料を採用。 �
・銅ラジエータ、ヒータコアのアルミ化等の脱鉛化によ
　り2000年目標を達成。次期目標に向けて脱鉛技術
　の技術開発を推進中。�
�
・コンテナ化、リターナブルラック化、リユース化の
　拡大による梱包資材の低減。�
�
�
・コモンレール式燃料噴射システム、EGRシステムなど
　とこれらを適正にコントロールする電子制御技術に
　より、長期排出ガス規制適合車を開発、販売。�
・小・中型トラック及びバスのシリーズにLPG、CNG車
　の車型追加。�
�
・次期騒音規制に対する目標達成の技術開発を
　推進中。�
・先行するバスへの規制対応を完了し、トラック�
　への展開を推進中。�
�
・海上輸送拡大による車両自走便の低減。�
・フルトレーラー連結方式による車両輸送の効率
　改善と拡大。�

8

日野地球環境行動計画�

2000年度までの活動結果�



■認証取得授与式�

9

羽村工場�

�

新田工場�

�

本社・日野工場�

�

青梅部品センター�

�

日高配車センター�

�

その他国内拠点（機能）�

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

日野自動車の活動�

環境監査�

環境�
マネジメント�

ISO14001への対応�

　日野自動車では、すでに取得している羽村工場、

新田工場に引き続き、本社・日野工場についても

’01年３月24日付でISO14001の認証を取得し、こ

れにより国内生産拠点すべてで取得を完了しまし

た。本社・日野工場での取得は、国内完成車メーカ

ーで初めて、本社機能、製品開発、生産技術、生産

を一括した多機能包括型取得を達成しました。�

　今後は、’05年末までに部品センターなど国内全

拠点（機能）でISO14001の認証取得をめざし、取

得活動を推進していきます。�

　日野自動車は、環境マネジメント（EMS）が適正に運用されて

いるかどうかを確認するため、内部環境監査を実施しています。�

状況のチェック及び各種法規への遵守状況を評価し、改善に結

びつけています。同時に監査結果は日野環境委員会に報告され

ます。�

　また、年一回外部のISO14001登録審査機関によるサーベイラ

ンス審査を受けています。羽村、新田工場で実施された’00年度

のサーベイランス審査では重大な指摘はありませんでした。�

�

認証取得状況�

’01年12月取得予定�

’01年12月取得予定�

’06年３月取得予定�

’99年３月10日取得�

’00年３月27日取得�

’01年３月24日取得�

監 査 責 任 者 �
（各EMSのトップマネジメント）�

監 査 チ ー ム �

日野環境委員会�

EMS内の全部署�

主任�
監査員�

監査指示�

監査�

報告�

報告�



　日野自動車は、自社での環境保全活動に加え、部品仕入先各社に対し、環境保全の

考え方を理解してもらうことにより、環境保全の向上を目指しています。�

　活動は主な部品仕入先23社で構成する「国内関連会社生産環境小委員会」により行

っております。�

　’00年度については、委員会メンバー23社は’01年度末、その他の主要仕入先231

社についても’05年度末までのISO14001認証取得をお願いしました。また、各仕入

先には納入される部品・原材料・副資材に含まれる環境負荷物質の調査・報告を要

請しました。�

10

国内関連会社の活動�

認証取得状況�

認証取得済み関連会社�

国内関連会社（23社）�

�

国内主要仕入先（231社）�

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

’02年３月取得予定�

’06年３月取得予定�

認証取得年月�国内関連会社�

1997年12月�

2000年12月�

2001年１月�

2001年３月�

2001年３月�

2001年３月�

澤藤電機株式会社�

武蔵プレス工業株式会社�

昭和飛行機工業株式会社�

城山工業株式会社�

日野通商株式会社�

株式会社武部鉄工所�

関連会社の活動�

■国内関連会社生産環境小委員会�

　現在、「販売会社環境ガイドライン」の発行に向けた作業を進めておりますが、先行

して一部の販売会社ではISO14001認証取得活動がスタートしています。�

国内販売会社の活動�

■長野日野自動車株式会社ISO14001キックオフセレモニーおよび活動風景�



■HINO MOTORS (THAILAND) �
　ISO14001認証取得（’01年３月）�

11

環境�
マネジメント�

■HINOPAK MOTORS, LTD. �
　ISO14001認証取得活動キックオフセレモニー�

■HINO MOTORS VIETNAM, LTD. �
　ISO14001研修�

　５社で構成する「海外関連会社生産環境小委員会」として、各国各社の環境管理活

動の運営や、現地スタッフへのISO14001研修の実施などの支援活動を行っています。�

海外関連会社の活動�

認証取得状況�

海外関連会社�タイ�

�

パキスタン�

�

ベトナム�

�

インドネシア�

�

フィリピン�

Hino Motors（Thailand）�

�

Hinopak Motors,Ltd�

�

Hino Motors Vietnam,Ltd�

�

PT Hino Indonesia Manufacturing�

�

Pilipinas Hino Inc.

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

’04年３月取得予定�

’04年３月取得予定�

’04年３月取得予定�

’01年３月取得�

’01年６月取得予定�



　社員一人ひとりが環境保全意識を高めるためには、まず何かを実行することからと

考え、環境教育・啓発活動を実施しています。�

　毎年６月を「日野自動車環境月間」、毎年10月を「日野自動車リサイクル月間」とし、

全社的に環境啓発活動を行っています。工場周辺のクリーンアップや植樹などの身近

なことから、施設見学会、講習会の開催など幅広い内容となっています。�

　’94年度から、新入社員教育プログラムの中にも環境教育を組み込んでいます。自

動車産業を担う一員としての自覚と責任を学ぶ場となっています。�

　また、社内報にリサイクルなどへの取り組みを掲載し、環境への理解を促進しています。�

　日野自動車では、使用する事務用品や事務機器などの購入に際しては、環境対応商

品カタログ（「グリーン購入法」適合商品掲載）を参考に、環境負荷ができるだけ少な

い商品を選んでいます。�

　事務所で使用する事務用印刷用紙は、一部の特殊用途のものを除き、すべて再生紙

を使用しています。�

コース名� 受 講 者 数�

　環境一般教育�

　新入社員環境教育�

555

85

12

教育プログラム（’00年度受講）�

環  境  関  連  資  格  名  称� 保 有 者 数�

　環境マネジメントシステム審査員（補）�

　内部環境監査員�

　公害防止管理者�

　エネルギー管理士�

６�

131

71

14

環境関連資格保有者（’01年３月現在）�

環境教育・啓発活動�

グリーン購入�

■カーブミラーの清掃作業�

環境に影響を及ぼすリコールなど�

　’00年度環境に影響を及ぼすリコールは、1件発生しました。（’01年1月届出）�

リコールの内容は、大型トラック（スーパードルフィンプロフィア）の燃料噴射量を

制御する装置の一部（センサープレート）のプレス成型時に微細な亀裂が発生したも

のが混入し、そのまま使用すると最悪の場合プレートが破損し、燃料噴射量、噴射時

期が制御出来なくなり、排出煙が基準を越える恐れがあります。�

　改修作業は順調に進み、既に大部分のものは対策品と交換を済ませています。�



13

環境保全コスト�

環境保全効果�

環境�
マネジメント�

環境会計�

項　　　目�
2000年度�

�

１．事業エリア内コスト�

�

２．上･下流コスト�

�
�

３．管理活動コスト�

�

４．研究開発コスト�

�

５．社会活動コスト�

�

６．環境損傷コスト�

�

　　　　　　　　　　　　　　　 合　　　計�

大気汚染、水質汚濁などの公害防止のためのコスト�

省エネルギー設備などの地球環境保全コスト�

リサイクル、廃棄物の処理などの資源循環コスト�

製品のリサイクル・回収・適正処理のためのコスト�

環境負荷を減らすための追加的コスト�

EMSの構築・運用・認証取得のためのコスト�

環境負荷の監視・測定のためのコスト�

環境保全対策組織の人件費�

環境保全対応製品の研究開発費�

環境負荷抑制のための研究開発費�

自然保護、緑化などの環境改善対策コスト�

環境情報公表のためのコスト�

自然破壊などの修復のためのコスト�

環境の損傷に対応する保険料�

�

費　用　�

�

653�

�

－�
�

�

351�

�

15,500�

�

8�

�

－�
�

16,512�

16,651

投　資　�

�

139�

�

－�
�

�

－�

�

－�

�

－�

�

－�

�
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1999年度�

費　用　�

�

811�

�

－
�

�

�

185�

�

14,100�

�

－�

�

－�
�

15,096�

15,357

投　資　�

�

261�

�

－
�

�

�

－�

�

－�

�

－�

�

－�
�
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項　　　目� 2000年度�

廃棄物処理費用の低減�

エネルギー費の低減�

　　　　合　　　計�

5�

58�

63

1999年度�

20�

270�

290

　日野自動車では、経営判断の指標として環境会計の導入を検討しています。費用対

効果を精度良く把握することで、効果的な環境投資を行い、継続的に環境影響を改善

していくことを目的としています。�

　下表は環境省の「環境会計システム導入のためのガイドライン」を参考に現在、日

野自動車で集計している環境コストを分類したものです。’00年度の環境保全コスト

の実績は、総額で167億円となりました（売上高比3.2％）。ただし、環境対応とそれ以

外の目的のものと区別が難しい設備投資などについては、環境対応分が明確に把握で

きるもののみ計上しました。�

　環境保全効果については、確実な根拠に基づくもののみ、単年度効果として算定し

ました。具体的には、廃棄物低減による処理費用の低減と省エネルギーによるエネル

ギー比の低減で、’00年度は総額で63百万円となりました。�

• 対象範囲：日野自動車単独�
• 対象期間：４月～翌年３月�
• ’99年度実績については集計方法の変更により訂正したため、�
　昨年の報告書の数値とは異なります。�

［単位：百万円（－は百万円未満）］�

［単位：百万円］�



　日野自動車は、地球温暖化対策として、ディーゼル車の利点であるCO2の排出量の

より一層の低減及び、ディーゼル車のNOx、PM（粒子状物質）、黒煙の排出量の低減

を社の最重要課題と位置付け、種々の技術開発を実施してきました。�

　しかし、上記の排出ガス対策とエンジン性能とは背反していることが多く、両者を

いかにバランスよく改善していくかが大きな課題であることも事実です。�

　日野自動車は長年にわたる研究・開発によって培った新技術であるコモンレール式

燃料噴射システム、VGターボシステム、EGR技術及びこれらを適正にコントロール

する電子制御技術などにより、「環境と性能」の両立を図ってきました。�

　今後更に、実績ある先進のディーゼルテクノロジーに磨きをかけ、より低公害な車

を市場に提供すべく、製品開発を推進していきます。�

　この燃料噴射システムは、高圧の燃料をコモン

レール内に蓄え、電子制御されたインジェクターか

ら各気筒に噴射するというものです。これにより、

燃料の噴射時期・噴射量・噴射圧力などがエンジン

の回転に関係なく一括制御でき、低速域から高速

域まで負荷に応じた高圧の燃料噴射を可能にし、ク

リーンで優れた低燃費を実現します。コモンレール

式噴射システムは、’95年に日野自動車が世界に先駆

けて中型トラック「レンジャー」に採用し、量産化し

たシステムで、現在は大型トラックを含む主な車型

に展開しています。�

　大型トラック「スーパードルフィンプロフィア」

に新開発の「VGターボ」（Variable Geometry）を

採用しました。VGターボは可変ノズルの開度を調

節することにより、ターボ回転数をコントロールし、

空気量をエンジン回転・負荷に応じて最適化するこ

とができます。また、エンジンの吸気温度を下げる

インタークーラーは、燃焼温度を下げ、NOxを低減

するとともに、更なる燃費向上が可能となりました。�

■�

　低燃費車の開発はエンジンだけでなく、空気抵抗

低減のためボデースタイルの改善、エアロバンパー

やウインドデフレクターの設定、車両の軽量化、パワ

ーラインシリーズの適正化を図っています。�

　また、ハード面だけではなく、ユーザーの車両運行

条件と車両性能、蓄積されている全国の道路データ

をコンピューター処理し、最適車両の選択、運行方法

の改善に役立つ情報提供を行っています。�
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■VGターボ断面図�

噴射圧力の比較�

可変ノズル�
（ノズル開度を変え、ターボ回転をコントロールすることが可能）�

噴
射
圧
力�

コモンレール式�
噴射システム�

低速←� →高速�エンジン回転速度�

従来の噴射ポンプ�

 コモンレール式噴射システム�  ターボインタークーラー（TI）�

燃費の向上�

製品分野での取り組み�

K13C＜KT-Ⅱ＞総排気量：12,882cc�
コモンレール式燃料噴射システム採用�

パルスEGR採用�

VGターボ搭載�



　燃費は運転の仕方によりバラツキがでます。プ

ロシフトは電子制御により、常に最適な変速タイ

ミングとギヤ位置を選択することで、低燃費走行

を可能にしています。クラッチ操作は発進時と停

車時のみで、走行中はオートマチック車と同様の運

転ができます。更にFS（オート）クルーズとの組

み合わせにより、ムリ・ムダのないスムーズな走り

は経済走行を一段と向上させます。�

　日野自動車の主力製品であるトラックは、物流の

担い手として日夜全国を走っています。運行中の安全

面からみて、運行途中での休息は重要です。エコロ

ジーヒーターはエンジンを停止させたままで暖房が

可能なヒーターです。また、クーラーは蓄冷材を利

用し、エンジン停止状態でもベッドルームなどを冷

房します。室内の快適性維持とCO2、排出ガス、騒

音の低減に寄与しています。�
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 半自動トランスミッション�
　　　　　　　　　（Pro Shift）の採用�

　このシステムは当初、路線バスの燃費低減策と

して開発されました。バス停や信号待ちでの車両

停車時に自動的にエンジンが止まり、発進時には

エンジンが再始動するシステムで、燃料低減によ

るCO2の削減、騒音低減に効果を発揮しました。現

在は路線バスのみならず観光バスや都市内走行の

多い小中型トラックにも設定拡大を図っています。�

 アイドルストップシステムの設定拡大�

 エコロジーヒーター・クーラーの設定�

製品分野での�
取り組み�

省エネ講習会�

◆ 背　景�

• 地球温暖化対策の一部として、ディーゼル車の燃料消費

　量を15％以上改善させる必要がある�

• 省資源の面からも同じことが言える�

• 運転の仕方で燃料消費量は大きく変化する�

　左記背景･主旨により、各地販売店が中心となり、多くの

ユーザー様のご賛同、協力を得て、’97年から「省エネ講習会」

を延べ150回（参加者約3,000名）開催しました。’00年度も

47回（参加者約1,000名）を全国各地で開催しました。�

　この「省エネ講習会」は、ユーザー様のドライバー、運行管

理者などの方々が参加され、下記３ステップで受講されます。�

　最後にSTEP１、STEP３の燃費データの対比を行い、

STEP２の効果を受講者各位に実感してもらい、以後の省

エネ運転推進に反映していただきます。�

　「省エネ講習会」前後の燃費データの比較結果は、平均で

約20％の燃費向上がみられました。�

�

　「省エネ講習会」参加ユーザー様からは“省エネのみでな

く、安全運行にも効果がある”などの声もあり好評で、今

後も継続していく予定です。�

運転の仕方�

CO2削減�

燃費改善�

省エネ講習会�

最適車両仕様�
の選択�

ハードの採用�
・低燃費エンジン�
・プロシフト�
・エアロパーツ�
　　　　　　 他�

STEP１　定められた運行コースを、精密燃料消費計付き車両�

　　　　　で、普段の運転方法で走行します。��

STEP２  テキストに添い、省エネ推進のポイント（①車両の仕�

　　　　　様、②省エネ運転のコツ、③燃料管理、④保守・整備）�

　　　　　について、定量的効果量を含めた講義を受けます。　�　　　　　　�

STEP３　STEP１と同じコースを、同じくらいの時間でSTEP２�

　　　　　の講義内容を頭におき走行します。�



　EGR（排出ガス再循環）システムは、過給器の有無

に関係なく、排出ガスを燃焼室に再循環させ、燃焼

室内空気の酸素濃度を低くし、緩やかな燃焼で燃焼

温度を下げて、NOxの低減を図る有効な手段です。�

　日野自動車は、このEGRシステムを最適に活用

すべく、電子制御された燃料噴射コントロールシス

テムと併用し、排出ガスの低減を図ってきました。�

　「パルスEGRシステム」は、従来のEGRを進化さ

せた、世界初の画期的なシステムです。エンジンの

吸気工程で排気バルブを一時的に開き、排出ガス

の一部をシリンダー内に逆流導入させ、新しい吸

入空気と一緒に混合させるというものです。従来

の外部配管による構造に対し、パルスEGRシステム

は、外部配管、調整バルブなどが不要となり、構造

の単純化が実現され、信頼性の向上とともに軽量

化にもつながりました。更に排気系の絞り弁が不

要となるので、絞り弁による排気抵抗の低減によ

り、燃費の悪化を防止できます。�
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パルスEGRシステム� ディーゼルエンジン排出ガス規制の動向�

排出ガスの低減�

「パルスEGRシステム」に日本自動車技術会賞�

　日野自動車が世界に先駆け開発・製品化した「パルス

EGRシステム」が、’00年度日本自動車技術会 技術開発賞 

受賞の栄に浴しました。�

　これを機に、本システムの更なる改良・発展に努めます。�

■ディーゼルエンジンの排出ガス規制の動向（重量車）�

■触媒システムDPNR

NOx （g/kWh ）�

0.20

0.25

0.10

0.15

0.05

0 １� ２� ３� ４� ５�

P
M

（g
/k
W
h

） 

長期排出ガスレベル（’98～）�

■�パルスEGRシステム�

排気バルブ�
メインリフト�

排気バルブ�
EGRリフト�

吸気バルブ�
リフト�

90

開�

閉�

リ
フ
ト
量�

180 270 360 450 540 630
クランク角�

排気カム�

排気バルブ�吸気�
バルブ�

排気�吸気�

排気カム�

EGR用�
サブリフト�

排気バルブ�
吸気�
バルブ�

排気�吸気�

EGR

新長期（’05～）�

新短期（’03～）PM先行�

（目標）�

（目標）�

　日野自動車は、ディーゼルエンジンをベースと

した動力システムのクリーン化をめざし、新技術

の開発に精力的に取り組んでいます。�

　新短期規制時の新長期規制並みPM先行の対応

として、日野独自のDPF（Diesel Particulate Filter）

を開発中です。また、新長期規制対応として日野の

ディーゼルエンジン技術と、トヨタ自動車の新触

媒技術DPNR（Diesel Particulate NOx Reduction 

System）をドッキングさせ、21世紀のエンジンと

呼ぶにふさわしいクリーンなエンジンユニットを

作り上げました。DPNRは新開発の多孔質セラミック

構造体にNOx吸蔵還元触媒を組み合わせて、NOx

とPMを同時に連続浄化する触媒システムです。�

新短期（’03～）�



　車両から発生する騒音低減には、エンジン、駆動

系、吸・排気系、タイヤの音源からの騒音低減技術

と、音源から発生した騒音を車外に放出させない

吸音･遮音･制振技術が必要です｡�

　日野自動車はエンジン・駆動系などの音源対策

として、燃焼改善や構造の改善に最新の解析技術�

を駆使した騒音低減策及び吸・遮音材の的確な配置

を行い、低騒音化を達成してきました。現在は先行

するバスへの規制対応を完了し、その騒音低減対策

技術を、’01年10月から始まるトラック系の規制対応

に展開すべく取り組んでいます。�

　関東地区の７都県市が実施している「低公害車

指定制度」、関西地域の６府県市が実施している

「LEV-6指定制度」に対し、日野自動車は積極的に

対応し、都市内走行車型を中心に、大・中・小型トラッ

ク及び路線バスなどに、LPG、CNG、ハイブリッド

（HIMR）車と、信頼性の高い酸化触媒付ディーゼ

ルエンジン搭載車、併せて96車型が指定を受けて

おります。�

（’01年３月現在）�

　低硫黄燃料の先行導入に合わせ、現行の酸化触

媒の特徴を生かし、新燃料に適した触媒を新たに

開発することにより、更にPM低減率を向上させた

都市向け普及型「PMトラップ」を開発しました。�

　本装置は、既にモニター走行中で、良好な結果を

得ています。�
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自治体の低公害車指定制度への対応�

騒音規制の推移�

製品分野での�
取り組み�

車外騒音の低減�

’99年度�

’00年度�

車�
�

型�
�

数�

触媒付車�ハイブリッド車�CNG車�LPG車�

8

12

3

7

65
69

7
8

■低公害車指定車型の推移�

■PMトラップ�

排気ガス�

PMトラップ�
低硫黄燃料用�
新連続再生触媒�

加速騒音規制の動向�

規制値　dB（A）�
現行→新規制�

平成10年�

1998

平成11年�

1999

平成12年�

2000

平成13年�

2001

平成14年�

2002

平成15年�

2003
車　　種�

中型車�

　GCW＞3.5t�

　150kW以下�

83→82�

83→81�

83→81�

83→81�

83→80�

83→80

全駆車�

トラック�

バ　ス�

全駆車�

トラック�

バ　ス�

大型車�

　GCW＞3.5t�

　150kW以上�

新型車規制� 継続生産車規制�

10 9

10 9

10 9

10 9



　HIMRシステムは、’91年日野自動車が他社に先

駆けて完成した世界初のディーゼル－電気ハイブ

リッドシステムです。ディーゼルエンジン本来の

特性のよさを活かしつつ、電気自動車のクリーン

さをあわせ持ったシステムです｡�

　エンジンに新開発の「三相交流誘導機」を内蔵し、

コンピューターによるインバーター制御により、

スターター、モーター、発電、エネルギー回生及び

リターダーのマルチ機能を持つ画期的システムです。�

　HIMRシステム搭載バスは改良を加え、’01年７

月発売予定の“ブルーリボンHIMR”では、コモン

レール式燃料噴射システム、酸化触媒マフラーの

採用などを行い、排出ガス新短期規制をクリアー

し、更にニッケル水素バッテリーの採用により大

幅な燃費改善を行っています。また、マルチ機能を

活かしたHIMRシステム搭載中型トラックも各方

面で活躍中です。�

　この新型車は、日野自動車の低公害ディーゼルエ

ンジンとトヨタ自動車のハイブリッドシステム及

びディーゼル用触媒システム（DPNR）を統合して

共同開発した、低燃費、クリーンな小型ハイブリッ

ドディーゼルトラックで、低硫黄軽油の供給開始に

合わせて市場提供の準備を進めています。�

ディーゼルエンジン�

　新燃焼方式、電子制御コモンレール式高圧燃料噴

射システム、クールEGRシステムなどを採用した

低公害エンジンです。�

ハイブリッドシステム�

　駆動と発電を兼ねた２モーター方式による電気

式無段変速機能により、エンジンの使用領域を排出

ガスが最もクリーンかつ燃費のよい範囲に制御し

ます。軽負荷時にはエンジンを止めEV走行、加速・

定常走行ではエンジンを始動させ種々な走行条件

に応じた最適なエンジン運転を実現します。�

　この車両は、市街地走行での排出ガスの画期的な

クリーン化（燃料の低硫黄化、50PPM）、燃費向上

1.5倍を目標にし、スムーズなイージードライブ、市

街地走行での静粛性の実現を目指します。�

■HIMRによるエンジン動力補助�
■パワーユニット�
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ディーゼルエンジンの動力�

エンジン回転数� 高い�

大�

動�
力�

HIMR（モーター）�
による補助動力�

走行に必要な最大動力�

ハイブリッド車�

HIMR（ハイエムアール）システム搭載車�
［Hybrid Inverter Controlled Motor & Retarder System］�

新型ハイブリッドディーゼルトラック�

クリーンエネルギー車の開発�

パラレルシリーズ�
ハイブリッドシステム�

スタータースイッチスタータースイッチ�

アクセルセンサーアクセルセンサー�

トランスミッショントランスミッション�

Ni-MH�Ni-MH�
バッテリーバッテリー�

バッテリー�

大容量大容量�
インバーターインバーター�

インバーターインバーター�

モーターモーター/発電機発電機�

モーターモーター/発電機発電機� モーターモーター/発電機発電機�

エンジンエンジン�
エンジンエンジン�

HIMR�
パラレルハイブリッドシステム�



　LPG、CNG車はNOx、PM、黒煙の排出量が少な

く、低騒音などの優れた特性を備えています。�

　日野自動車では、小型２トン車「デュトロ」には

LPG、CNG仕様車、中型トラック「レンジャー」、

「HU型路線バス」にはCNG仕様車を設定していま

す。�

　いずれも燃料がガスのため、大きなタンク容量

が必要となり、航続距離が十分とれないなどの問

題がありますが、燃料供給などのインフラ整備の

状況を勘案し、都市内走行車型を中心に、今後車型

シリーズへの展開を検討していきます。�

　日野自動車は、上記の改良・研究はもちろん、他

の次世代燃料の研究にも積極的に取り組んでいま

す。�

　現在、HIMRシステムをベースに、次世代燃料の

DME（ジメチルエーテル）エンジンの開発を経済

産業省の委託を受け研究中です。�

　また、トヨタ自動車と共同で、高圧水素を燃料と

する燃料電池ハイブリッドシステム搭載の大型バ

スの開発を進めています。�
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■燃料電池車「FCHV-BUS1」�

LPG（液化石油ガス）�
　　　　　　 CNG（圧縮天然ガス）車�

　’01年４月に制定されたグリーン購入法に適合し

ている車型は下記の４車種です。�

�

◆小型トラック　デュトロシリーズ�

　• デュトロCNGエンジン車�

◆中型トラック　レンジャーシリーズ�

　• レンジャーHIMR�

◆大型路線バス　ブルーリボンシティシリーズ�

　• ブルーリボンシティHIMRワンステップバス�

　• ブルーリボンシティCNGノンステップバス�

�
（車両詳細仕様は、ホームページをご覧ください）�

グリーン購入法 適合車型�

その他の次世代燃料の研究�

製品分野での�
取り組み�

日野自動車直営CNGエコ・ステーション開設�

　日野自動車は、’00年12月日野市の本社に隣接した甲州街

道沿いにCNG燃料供給施設「日野自動車エコ・ステーショ

ン」を開設し、一般車両を含めたCNG燃料の供給サービス

を開始しました。�

　低公害車の開発・普及に全力を挙げて取り組んでいる日

野自動車は、CNGを燃料とする低公害車の開発・普及もそ

の一環として、力を入れています。しかし、このCNG燃料

の供給施設が少ないことが、CNG車普及の大きなネックに

なっています。「日野自動車エコ・ステーション」は、東京

都内に比べて充てん設備の少ない東京西部地域に開設し、

CNG車の普及を図るものです。�

■日野自動車エコ・ステーション�
　供給能力：250Nm3/h�
　（１日当たり・小型トラック50台/中型トラック40台程度）�



　日野自動車は、従来からの取り組みに加えて、今

後取り組むべき方策を「自主行動計画目標」として

まとめ、リサイクル性向上を強力に推進しています。�

　新型車のリサイクル可能率については、キャブ

付シャシ状態で90％以上を達成し、更にリサイク

ル率向上を推進しています。�

　一方、現状の使用済み商用車のリサイクル状況

を反映した、リサイクル実効率向上にも取り組んで

います。実車解体調査を行い、リサイクル実効率の

現状とリサイクル率向上への課題を把握しました。�

　フロアマットの裏面フェルトに再生フェルトを

使用し、小型トラック「デュトロ」には、荷台のあ

おり板に天然繊維「ケナフ材」を混合した材料を採

用しました。シートクッション（背あての一部分）に

は再生ウレタン、バッテリーカバーには樹脂バン

パーのリサイクル材を使用しています。その他に

も様々なリサイクル材を使用しています。�

　まだ採用には至っていませんが、FRP樹脂、外

板用ナイロンアロイ樹脂、トラックの荷台に多く

使用されている木材のリサイクル技術などの検討

も進めています。�

　再生資源利用促進法（リサイクル法）が’01年４

月に改正されました。それに基づき従来から推進し

てきたRecycle（原材料としての再利用）の事前評

価に加え、法改正時追加された、Reduce（廃棄物の

発生抑制）及びReuse（製品・部品の再利用）を網

羅した設計ガイドラインを制定しました。今後、設

計基準への展開を進めます。�

20

新型車のリサイクル可能率目標�

2002年以降 　　90％以上�

リサイクル材料の適用拡大�

　複数の材料を使用している複層部材も含めて、

熱硬化性樹脂材・ゴム材をリサイクル性のよい熱

可塑性樹脂材に切り替えました。また、TSOP材

（Toyota Super Olefin Polymer）を軸にインパネ・

コンソールボックスなどの内装樹脂部品に使用し

ているPP樹脂材のグレードの統一を推進していま

す。従来のABS樹脂＋ウレタン塗装品は、新開発

の高光沢AES（無塗装）に改善され、ドアガーニッシュ、

大型トラックのラジエーターやバンパーグリルに

採用しました。�

リサイクルしやすい材料の採用�

リサイクルの推進�

材料の事前評価�

リサイクル可能率�

■実車解体調査�

■バッテリーカバー�

ラジエーターグリル�

バンパーグリル�



　トラック・バスは輸送の担い手として大活躍して

おり、技術の進歩により100万kmを走破する車も

珍しくなくなりましたが、車も人間と同様に思わぬ

事故や病気にかかり、車としての機能が発揮できず

に廃車・スクラップ化されているものもありました。

これら使用済み車への対応として、日野グループ

内のリユース・リビルト会社を中心に、販売会社など

と連携を取りながら下記の取り組みをしています。�

　今後更に、中古部品販売のネットワーク化、リビ

ルト部品種類の拡大を図ります。�

●車両としての機能を失ったが、各コンポーネン

　トは単独では機能が発揮できるものがあります。

　これらを検査し、合格したものを中古装置・部品

　として活用しています。�

　車両廃棄処理段階での環境負荷をあたえる可能

性がある物質の削減目標を発表し、目標達成に向け

て努力しています。�

　日野自動車は「自動車のライフサイクル」即ち材料・

調達・生産・輸送・使用・廃棄・リサイクルの全ての段

階での、環境保全活動を積極的に実施してきました。こ

の活動をより効果的に進めるためには、製品のライフサ

イクル全ての段階を網羅した環境に及ぼす影響を開発�

■鉛使用部品及び構成比率（対策前 大型車の例）�

銅ラジエーター�
（ハンダ）�
55％�バッテリー�

端子�
17％�

銅ヒーターコア（ハンダ） ６％�
ホイールバランサー ５％�

ハーネス（塩ビ被覆の難燃材） ２％�
電着塗装（添加剤） ２％�
電子基板・機器ハンダ ２％�
内装塩ビ（添加剤） １％�

その他�
10％�

●車両の心臓に相当するエンジンで、老朽化、破損

　などでエンジン性能が発揮できなくなったもの

　の必要部品を新部品に交換し、性能確認などの

　検査をし、再生エンジンとして活用しています。�
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　銅ラジエータ、銅ヒータコアのアルミ化により、’00年

末目標は達成しました。次の目標に向け、バッテリー�

端子の合金化、ハーネス類、電子基板などの脱鉛化を

軸に、技術開発を進め、’05年までに’96年の１／３以下

の目標を達成します。�

　鉛以外の環境負荷物質についても、現状の使用量

把握、使用禁止・削減物質の選定などに着手しました。

今後計画的に削減を推進していきます。�

段階で定量的に把握することが重要と考えています。�

　LCAはまだ手法的にも、データ的にも発展途上です

が、設計支援ツールとして活用できるよう（社）日本自

動車工業会におけるトラックのLCAに関するワーキン

ググループなどに参画し研究を進めています。�

■使用済み自動車の流れ（商業車）�

ユーザー�

トラック・バス�
製造販売�

使
用
済
み
自
動
車�

中古・解体事業者�

リヤボデー（木材）�

シュレッダーダスト�シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー�

鉄・非鉄�
スクラップ�

キャブ、エンジン�
足まわりなど取り外し�

廃　木　材：10％�
シュレッダーダスト�
　　　　　　：５％�

スクラップ再利用�
　　　８％�

再利用　77％�

スクラップ�

タイヤ�
バッテリー�
中古パーツ�

リユース・リビルト�

鉛使用量の削減�

新型車の鉛使用量（除くバッテリー）�

●2000年末までに1996年の １/２ 以下�

●2005年末までに1996年の １/３ 以下�

環境負荷物質の削減�

製品分野での�
取り組み�

�
［Life Cycle Assessment for Emvironment］�

取組計画と実績�

LCAの考え方�



日野自動車主要製品の諸元（代表車型）と特徴を紹介します。　�

小型トラック「デュトロ」�

中型トラック「スペースレンジャー」�

•’99年５月新発売の小型トラック（トヨタ自動車との共同開発）�

•エンジンは燃料噴射ポンプの電子制御化やEGRシステム（排出

　ガス再循環装置）などの採用で高性能、高効率、環境保全性能

　を高次元でバランスさせた先進エンジンを搭載。�

•酸化触媒付マフラー装着車は、七都県市低公害車指定制度及

　びLEV-6指定制度に適合しています。�

•車型シリーズにはLPG車、CNG車、ガソリン車もラインアッ

　プされています。�

•エアコン冷媒は代替フロンの省冷媒タイプを採用しています。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　（前モデル比　18％減）�

•電子制御により燃料噴射量、噴射時期、噴射圧力を最適にコ   

　ントロールできるコモンレール式燃料噴射システムを装着し、

　極低速トルクの大幅アップ、燃費の向上、静粛性の向上と排

　出ガスの低減を同時に実現しました。　　　�

（燃費 前モデル比　3～5％向上）�

•車型シリーズにはCNG車、ハイブリッド車もラインアップさ

　れています。�

•インパネ構造を板金インサート方式→PP単一材構造に改善

　し部品再生時の取り外しの容易化を図っています。�

•リサイクル可能率シャシ90％、完成車（平ボデー）85％。また

　鉛削減はアルミラジエーター採用などで’96年比１／２に削減。�
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製品紹介�

排出ガス　　　　平成10年規制　　　　　　　　　適合�
　　　　　　　　使用車種規制（NOx）法　　　　　適合�

　車  両  型  式�

　エンジン型式�
　　シリンダー配置�
　　弁機構�
　　総排気量�
　　最高出力（ネット）�
　　最大トルク（ネット）�

KK－XZU306�

Ｓ05Ｄ�

L4�
４バルブ�
４．８９９ L�

103kW（140PS）/ 3，000RPM�
353Ｎ・ｍ（36kｇ-ｍ）/1，600RPM

排出ガス　　　　平成10年規制　　　　　　　　　適合�
　　　　　　　　使用車種規制（NOx）法　　　　　適合�

　車  両  型  式�

　エンジン型式�
　　シリンダー配置�
　　弁機構・噴射システム�
　　総排気量�
　　最高出力（ネット）�
　　最大トルク（ネット）�

KK－FD1J�

J08C（JT-V）�

L6（TI）�
４バルブ・コモンレール式�

7．961 L�
191kW（260PS）/ 2，700RPM�
745Ｎ・ｍ（76kｇ-ｍ）/1，600RPM



大型トラック「スーパードルフィン　プロフィア　テラヴィ」�

大型バス「ブルーリボンシティ」ノンステップ�

•コモンレール式燃料噴射システム、VGターボ、世界初のパ
　ルスEGRシステム及びこれらを制御する電子コントロール

　システムにより運転に最適な燃焼を実現し、燃費の向上と排

　出ガスの低減を両立させました。�

（燃費前 モデル比　約5％向上）�
•新機構トランスミッション「Pro Shift」（7Ｍ-半自動トラン
　スミッション）を搭載。更なるイージードライブと低燃費を

　実現しました。�

•鉛削減はアルミラジエーター採用などで’96年比１／２に削減。�

•コモンレール式燃料噴射システム、世界初のパルスEGRシス 

　テム及びこれらを制御する電子コントロールシステムにより

　運転に最適な燃焼を実現しNOxを大幅に低減します。�

•酸化触媒付マフラー装着車は、七都県市低公害車指定制度及

　びLEV-6指定制度に適合しています。�

•不必要なアイドリングをカットするアイドル・ストップ・シス

　テムを採用し省エネ、排出ガス及び騒音の低減を図っています。�

•鉛削減はアルミラジエーター採用などで’96年比１／２に削減。�

23

製品分野での�
取り組み�

排出ガス　　　　平成11年規制　　　　　　　　　適合�
　　　　　　　　使用車種規制（NOx）法　　　　　適合�

　車  両  型  式�

　エンジン型式�
　　シリンダー配置�
　　弁機構・噴射システム�
　　総排気量�
　　最高出力（ネット）�
　　最大トルク（ネット）�

KL－FR1K�

K13C（KT-Ⅱ）�

L6（TI）�
４バルブ・コモンレール式�

12．882 L�
294kW（400PS）/ 2，000RPM�
1,667Ｎ・ｍ（170kｇ-ｍ）/1，100RPM

排出ガス　　　　平成11年規制　　　　　　　　　適合�
　　　　　　　　使用車種規制（NOx）法　　　　　適合�

騒　　音　　　　平成10年規制　　　　　　　　　適合�

　車  両  型  式�

　エンジン型式�
　　シリンダー配置�
　　弁機構・噴射システム�
　　総排気量�
　　最高出力（ネット）�
　　最大トルク（ネット）�

KL－HU2P�

P11C（PT-I）�

L6（TI）�
４バルブ・コモンレール式�

10．520 L�
184kW（250PS）/ 2，100RPM�
883Ｎ・ｍ（90kｇ-ｍ）/1，000RPM



　日野自動車は地球温暖化防止対策として、 積極的にエネルギー低減活動に取り組

んでいます。�

　上記の目標達成に向け、従来よりコ・ジェネレー

ションの導入、生産量に応じたラインの統廃合、温

度、圧力設定の見直し、非稼働時の設備停止などの

対策を実施してきました。�

　その結果、CO2総排出量は’90年度比33％低減、

CO2原単位は’90年度比15％低減となり、目標を達

成しました。�

　今後は、「’05年度末までにCO2原単位を’00年度

比５％低減」という新たな目標の達成に向け、一層

のエネルギー低減活動を進めていきます。�

　工場で使用する水についても省資源の観点から

節水活動を実施しています。�

　’00年度は配管からの漏れ調査、蛇口への定流量

弁取付、排水していたコ・ジェネレーションの冷却

水をボイラー用給水に多段利用、塗装ラインの水

洗工程廃止などの対策を実施し、その結果、水使用

量は前年度比９％低減しました。�
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省エネルギー活動�

節水活動�

生産分野での取り組み�

■水使用量の推移�
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（千m3）�

（年度）�

日野工場�
羽村工場�
新田工場�

CO2／省エネルギー目標�

CO2総排出量とCO2原単位（売上高あたり排出量）を�

2000年度までに1990年度レベルに安定化�

CO2の単位表記をＣ換算からCO2換算に変更しました。�

換算式：（t-CO2）＝（t-C）×3.67�

■CO2総排出量の推移�

■CO2原単価の推移�
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■廃棄物社外排出量削減推移�
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　更なる廃棄物削減を目指し、’01年２月に発表し

た「日野自動車環境ボランタリープラン」では、’01

年度末までに工場からの直接埋立廃棄物ゼロを全

工場で達成という目標を立てました。’00年度は発

生部署単位での排出量の計量化を行い、分別回収

によるリサイクルの一層の推進により、目標より

１年早く、全工場で直接埋立廃棄物ゼロを達成し

ました。�

　今後は、’05年度末までに焼却廃棄物を’90年度比

1/3以下という目標達成に向け、徹底した発生源対

策を中心に活動を進めていきます。�

廃棄物削減・再資源化率の向上に積極的に取り組んでいます。�

60％�
削減�
�

92％�
削減�
�

　廃棄物社外排出量は、’97年に新田工場に設置し

た鋳物廃砂再生装置の稼働により大幅に削減され、

’00年度目標を達成しましたが、その後も削減活動

を継続した結果、’00年度は社外排出量1,946トンと

なり、目標’90年度比60％削減を大きく上まわる92

％の削減を達成しました。�

目標値�

25

（年度）�

’00年度廃棄物処理状況� ’00年度廃棄物社外排出量内訳�

生産分野での�
取り組み�

廃棄物削減／リサイクル活動�

焼却灰�
45.5％�
（886 t）�

廃油廃液�
19.3％�
（376 t）�

清掃汚泥�
12.8％�
（249 t）�

鋳物廃砂�
6.1％（118 t）�

塗料カス　�
6.9％（134 t）� その他   �

9.4％ �
（183 t）�

TOTAL�
1，946 t

社内再利用　　　　　 26.8％�

社外再利用　　　　　 64.8％�

社内焼却（エネルギー回収）　4.8％�
�
社内排水処理　　　　　 1.1％�
廃棄物社外排出量　　　 2.5％�

廃棄物廃棄物�
総排出量総排出量�
78，967 t

直接埋立＝廃棄物社外排出量－（焼却灰＋社外委託処理）�

埋立廃棄物ゼロ＝’95年度比５％未満�

廃棄物削減目標�

廃棄物社外排出量を2000年度までに1990年レベルの60％以上削減�



　日野自動車は、PRTR法（特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改

善の促進に関する法律）の施行にあたり、以前より原材料や副資材などの化学物質

を新規に購入する場合、MSDS（化学物質等安全データシート）などを活用して環境・

安全面の事前評価を実施するシステムを構築、運用しています。�
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化学物質事前評価のシステム概要�

使用部署／計画部署�

＊新規資材トライ�

受付・発注� 受付・保管�

MSDS

人体への影響評価�

ガイドライン�

代替品検討�
受付・保管�

納入資材成分報告書�
MSDS�
受　付�

納入資材成分報告書�

環境室� 安全健康推進室� 調達部� 仕入先殿�

OK OK

NG

＊金属・部品などの原材料を除く�

• 除去処理量：焼却処理・分解処理などにより除去した量
• 消費量：反応により他物質に変化したり、製品に含有もしくは付随して場外へ持ち出される量�
• ’01年度報告に向け集計精度の向上を実施しており、最終的な数値と異なる場合があります。�

化学物質の事前評価システム�

PRTR［Pollutant Release and Transfer Register］�

政令�
番号�

1�

16�

40�

43�

63�

101�

179�

224�

227�

230�

232�

266�

299�

311

　第一種指定化学物質�

�
亜鉛の水溶性化合物�

２-アミノエタノール�

エチルベンゼン�

エチレングリコール�

キシレン�

酢酸２-エトキシエチル�

ダイオキシン類�

1,3,5-トリメチルベンゼン�

トルエン�

鉛及びその化合物�

ニッケル化合物�

フェノール�

ベンゼン�

マンガン及びその化合物�

合　　　　　　　計�

取扱量　 �

�
11.6�

4.0�

55.0�

896.6�

520.8�

29.3�

0�

3.8�

406.2�

5.8�

2.0�

4.2�

26.1�

3.2�

1,968.6

 �

大　気　�

0�

0�

33.6�

0�

352.3�

28.5�

（300�

3.5�

228.9�

0�

0�

0�

0.1�

0�

647.2

 �

水　域　�

0.1�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0.1

排　出　量�  �

廃棄物　�

3.3�

1.0�

0�

0�

21.1�

0�

（1,000�

0�

0.9�

0.5�

0.9�

0�

0�

1.3�

30.0

 �

公共下水道�

0.1�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0.3�

0�

0�

0�

0.4

 �

リサイクル�

0�

0�

0�

0�

31.7�

0�

0�

0�

1.4�

0�

0�

0�

0�

0�

33.1

除去　　�
処理量　�

0�

3.0�

1.9�

0.2�

24.7�

0.8�

0�

0.3�

26.4�

0�

0�

4.2�

0�

0�

61.5

消費量　�
　�

8.1�

0�

19.5�

896.4�

91.0�

0�

0�

0�

148.6�

5.3�

0.8�

0�

26.0�

1.9�

1,197.6

移　動　量�

評　価�

納入資材成分報告書�
MSDS�
提　出�

　PRTR法第１種指定化学物質354物質の中で、’00年度に日野自動車が使用した化

学物質は約40物質あり、報告対象となる化学物質は14物質、合計の取扱量は約2，000

トンでした。そのうち33％が大気と水域への排出となります。　�

　化学物質による環境負荷の軽減のため、排出量30％削減（基準年’98年度・達成年

’05年度）を自主目標として取り組んでいます。�

［単位：ton/年（ダイオキシン類はmg/年）］�

）� ）�

納入資材成分報告書�
MSDS提出依頼書�

発　行�



　カーエアコンの冷媒である代替フロン（HFC134a）

も地球温暖化への影響があり、注入時の漏れ防止

改善を進めています。’00年度は大型車組立ライン

にガス回収装置を設置しました。これにより、全ラ

インで設置を完了しました。�

　トランス、コンデンサの絶縁油として使用されて

いるPCBについて、適正に管理、保管しています。�

　’00年度末での使用済みPCB含有機器の保管台数

は165台となっています。�

　ボデー塗装工程から排出される揮発性有機化合

物（VOC）については、自主目標を設定して、低減

活動を推進しています。�

　’00年度につきましては、塗装工程で使用される

シンナー類の回収率を向上させ、前年度比４％低

減を達成しました。今後は’02年度末までに55g/m
2

目標達成に向け、更なる回収率の向上、シンナー類

の使用量削減を図ります。�

　羽村クリーンセンターでは、大型焼却炉を稼働

させ、自社及び一部社外からも、廃棄物を受け入れ

て、処理しております。�

　ダイオキシン規制に対しては、’02年12月の新排

出基準値５ngをクリアしておりますが、今後の規

制強化に向けて、更に管理体制の強化、燃焼改善を

推進していきます。�
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■VOC排出量推移（羽村工場）�

■ガス回収装置�
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（年度）�

代替フロン�

PCB（ポリ塩化ビフェニル）� VOC［Volatile Organic Compounds］�

ダイオキシン�

環境負荷物質の低減活動�

生産分野での�
取り組み�

（60）�
（55）�

（85）�（87）�

（107）� 目標�

実績�



■キャリアカー方式化によるCO2削減率（概算値）�

　日野自動車は物流における環境負荷低減活動を、

下記２項目を基本として、各分野別に具体的な計

画のもと、推進しています。�

１） 輸送の合理化によるCO2排出量の低減�

２） 梱包･包装資材の仕様の簡素化、リターナブル化

　　推進による使用量の低減�

　従来の自走方式から、キャリアカーでの輸送率

向上を図っています。キャリアカー輸送について

は、当社の製品が乗用車などと比べ大きいため、積

載台数が少なく輸送率向上を阻んでいますが、キ

ャリアカーの構造改善などにより、小型２トン車

を中心に中型４トン車についてもキャリアカー化

を推進しています。�

■キャリアカー�
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完成車の物流�

Ａ）完成車物流　完成車を工場から国内販売会社

　　　　　　　　　及び海外代理店へ輸送する物流�

Ｂ）工場間物流　日野～羽村～新田工場間及び協力

　　　　　　　　　工場への部品供給のための物流�

Ｃ）KD部品物流　車両組立のための海外現地工場

　　　　　　　　　への部品を供給する物流�

Ｄ）補給部品物流　国内外の販売店にサービス部品

　　　　　　　　　を供給する物流�

その他仕入先から各工場への部品納入のための調

達物流があります。�

日野自動車の物流体系�

物流の合理化�

キャリアカーによる完成車輸送�

　　　２台積み車載キャリアカーCO2削減率‥‥10％�

　　　３台積み車載キャリアカーCO2削減率‥‥35％�

　　　４台積み車載キャリアカーCO2削減率‥‥47％�

　当然ながら車載台数が増えれば、CO2削減率は大きくな

りますが、種々な法律により車両全長･全高などが規制されて

おり、車載台数の増加は困難です。�

■日野自動車の物流�

新田工場�

仕入先�

国内販売店�

海外代理店�

海外組立工場�

国内販売店�

海外代理店�

補給部品物流�

KD部品物流�

調達物流�

調達物流�

完成車物流�

工場間物流�

配車センター�

羽村工場�

日野工場�

KD工場�

部品センター�



■スチールケース化状況�
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生産分野での�
取り組み�

　専用便の拡大及び通い箱化による梱包･包装資材

の削減を進めております。また、この活動の効果を

更に上げるため、トヨタ・ダイハツ・日野３社の共

同便化もあわせて推進しています。�

�

　今後は、’05年までに、CO2総排出量を’00年度比10

％削減、梱包･包装資材総使用量を’00年度比20％削

減という目標達成に向けた物流合理化を積極的に進

めていきます。�

　生産計画に合わせた積載計画、定時運行などに

よる積載効率向上、仕入先との協業による部品納

入便帰り便の工場間輸送への活用、専用パレット

活用による梱包･包装レス輸送の実施など、改善を

推進しています。�

■フルトレーラー連結�

国内補給部品物流�

工場間物流及び調達物流�

　海外の生産用のノックダウン（KD）部品につい

ては、森林保護の観点から梱包材は木材から鉄製

の容器に切り替えを進めるほか、リターナブル化、

リユース化などの反復活用による梱包材使用量の

低減を図っています。また、包装資材についても包

装レスを含めたスリム化を推進しています。�

KD部品物流�

　キャリアカー方式より更に輸送率向上を図った

フルトレーラー方式の完成車輸送システムを考案

し、一部の地域で実施しています。この方式は、一

般貨物便のトラックに完成車車載キャリアーを連

結し、完成車を輸送するもので、自走方式による輸

送に対して大幅にCO2排出量を削減できます。�

フルトレーラーによる完成車輸送�

　キャリアカー輸送方式は小型・中型トラックが

限界で、大型トラック・バスなどは色々な制約があ

り現状では困難です。また、鉄道輸送も同様です。�

　沖縄・北海道向け車両は100％、中国・四国・九州

向け車両は約60％が海上輸送を実施しています。

今後更に海上輸送率の向上を図り、CO2削減を推

進します。�

海上輸送�

■フルトレーラー完成車輸送システム概念図�
　（例：配車センター～販売会社）�

集荷センター�配車センター� 販売会社�

キャリアーなし�積載キャリアー牽引�

キャリアーなし�空車キャリアー牽引�



放流水水質分析（河川放流・・・放流先：谷地川経由多摩川）�

規制値� 最　小�最　大� 平　均�項　　目�

排水量�

ＳＳ�

油分�

全窒素�

亜鉛含有量�

フッ素化合物�

COD

BOD

5，296

7.5

5.1

28.1

6

ND

9.8

0.19

0.13

760

6.6

ND

1.3

ND

ND

2.9

0.1

0.07

－�

－�

5.8～8.6

20

40

4.7

20

4.75

14.2

2，090

6.9

1.8

10.6

2.7

ND

全リン� 0.7 0.12 0.3

6.9

0.15

0.1

ND：定量下限値以下（検出されない）�

pＨ�

測定項目� 最　小�最　大� 平　均�規制値�施設名�

ボイラー�
重油�

コジェネ�

浸炭炉１号�

都市ガス�

89

0.033

24

0.003

131

0.0046

88

0.024

23

124

0.016

0.003

90

0.039

25

0.004

137

0.076

97

0.3

35

0.05

180

0.2

NOx

ばいじん�

ばいじん�

ばいじん�

［ppm］�

［g／Ｎm3］�

［ppm］�

［g／Ｎm3］�

［ppm］�

［g／Ｎm3］�

［m3／日］�

［－］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

NOx

NOx

　清流と緑豊かな多摩の自然の中で操業する本社・日野工場は、「環境と人に優しい

工場」を目指し、地域との融和、環境汚染の予防、法規制の遵守、ムダの排除などを

メインテーマに据え、全員参加による環境保全活動が実を結び、’01年３月24日付で、

本社機能、製品開発、生産技術、生産まで一括して、ISO14001の認証を取得いたし

ました。�

　しかし、世界規模で環境への取り組みがされている中ではスタートラインについ

たばかりです。この実りをより大きなものになるよう環境マネジメントシステムを

着実に運用し、クリーンなクルマをつくること、工場からの廃棄物をゼロにするこ

と、これらを理想とし、「地域と地球環境に調和した工場」へとスパイラルアップし

ていきたいと考えています。�
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所在地　　東京都日野市日野台３-１-１�
主要製品　大型トラック�
　　　　　「スーパードルフィンプロフィア」�
　　　　　中型トラック�
　　　　　「スペースレンジャー」�
従業員数　4,842名（’01年３月末現在）　�

日野工場�

本　　社　・　日　　野　　工　　場�

水　質�

大　気�

日野工場長�

○日野工場に問い合わせのあった環境に関する苦情など○�

’00年度では、環境保全に関する苦情は10件ありました。�

• プレス工場の騒音２件、振動２件�

• 鋳造工場からの臭気２件�

• その他は、中型組立工場解体作業騒音など４件�

上記苦情については、再発防止対策を実施しました。�

環境管理統括者�
常務執行役員�

生産サイト情報�

�

萩原 文二�

（水質汚濁防止法、都条例）�

（大気汚染防止法、都条例）�



　全世界で活躍するクルマづくりをする企業として、環境への配慮は重要な指標

です。�

　羽村工場では、法の遵守はもとより、「人に優しい環境づくり」を合い言葉に環

境保全活動を進め、’99年３月ISO14001の認証を取得し、’01年３月に第２回目の

サーベイランスを受審しました。３年間の活動で、CO2排出量を’90年度比13％削

減、直接埋立廃棄物ゼロ、鉛フリー塗料の採用、VOCの低減などの効果をあげま

した。�

　’01年度はEMSの全面見直しなどソフト面を更に充実させ、環境改善に取り組

んでいきます。�

放流水水質分析（下水道放流）�

規制値� 最　小�最　大� 平　均�項　　目�

排水量�

ＳＳ�

油分�

全窒素�

亜鉛含有量�

フッ素化合物�

BOD

3，297

7.3

4.8

6

ND

8.8

0.28

0.9

94

6.5

ND

ND

ND

1.4

0.23

0.6 0.7

－�

5.7～8.7

300

300

5

150

5

15

1，415

7.0

2.3

3.5

ND

全リン� 3.3 0.520 1.6

3.1

0.25

pＨ�

測定項目� 最　小�最　大� 平　均�規制値�施設名�

NOx

ばいじん�

ばいじん�

ばいじん�

［ppm］�

［g／Ｎm3�］�

［ppm］�

［g／Ｎm3�］�

［ppm］�

［g／Ｎm3�］］�

［ppm］�

［g／Ｎm3�］�

［mg／Ｎm3�］�

［ng／Ｎm3�］�

NOx

NOx

ボイラー�

コジェネ�

乾燥炉�

62

0.021

740

0.024

16

0.002

44

0.007

690

3

ND

0.023

77

0.05

790

0.024

57

0.007

97

0.25

950

0.1

180

0.1

�

ばいじん�

ダイオキシン�

NOx

塩化水素�

焼却炉� 98

0.005

137

－�

86

74

－�

0.004

110

0.005

200

4.5

250

0.5

750

80

［m3／日］�

［－］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

ND：定量下限値以下（検出されない）�

ND：定量下限値以下（検出されない）�
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所在地　　東京都羽村市緑ヶ丘３-１-１�
主要製品　小型トラック�
　　　　　「デュトロ」「ダイナ」�
　　　　　「ハイラックス」�
　　　　　「ハイラックスサーフ」�
従業員数　2,492名（’01年３月末現在）　�

羽村工場�

羽　　村　　工　　場�

羽村工場長�

�

長岡 功一郎�

○羽村工場に問い合わせのあった環境に関する苦情など○�

’00年度では、環境保全に関する苦情は２件ありました。

• 夜間におけるキャリアカーの走行による騒音１件�

• 荷捌き場の作業による騒音１件�

上記苦情については、再発防止対策を実施しました。�

水　質�（下水道法）�

（大気汚染防止法、都条例）�大　気�

生産分野での�
取り組み�

環境管理統括者�
執行役員�



　緑豊かな群馬県で操業する新田工場は、「人に優しい環境づくり」を全員参加で取

り組み、’00年３月にISO14001の認証を取得しました。’01年３月に第１回目のサー

ベイランスを受審し、適合していることが確認されました。�

　これからも、「地域との融和」、「法規制の遵守」、「環境汚染の未然防止」を図ると

共に、特に工場から発生する「廃棄物ゼロ」を目標に、全員参加で積極的に取り組ん

でいきます。�

放流水水質分析（河川放流・・・放流先：早川）�

規制値� 最　小�最　大� 平　均�項　　目�
排水量�

ＳＳ�

油分�

全窒素�

亜鉛含有量�

フッ素化合物�

COD

BOD

1,083

7.7

6

1115

4

1

25.2

0.17

0.11

33

6.9

1

6

ND

ND

24.2

ND
ND

－�

1

6.0～8.0

10

15

3

60

1.5

334

7.4

3

8

3

1
全リン� 0.12 0.078 0.1

24.7

0.14
0.1

pＨ�

測定項目� 最　小�最　大� 平　均�規制値�施設名�

ボイラー�
10t

連続炉�

1号�

79

0.003

96

0.023

68

ND

75

0.004

100

0.004

120

0.067

180

0.1

180

0.1

NOx

ばいじん�

ばいじん�

［ppm］�

［g／Ｎm3�］�

［ppm］�

［g／Ｎm3］�

NOx

［m3／日］�

［－］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

［mg／L］�

ND：定量下限値以下（検出されない）�

ND：定量下限値以下（検出されない）�
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所在地　　群馬県新田郡新田町�
　　　　　大字早川字早川10-1�
主要製品　中型及び小型トラック用�
　　　　　エンジン�
　　　　　大型及び中型トラック用�
　　　　　トランスミッション�
　　　　　中型トラック用アクスル�
従業員数　928名（’01年３月末現在）　�

新田工場�

新　　田　　工　　場�

新田工場長�

水　質�

大　気�

（水質汚濁防止法、県条例、新田町との環境汚染防止協定）�

（大気汚染防止法、県条例、新田町との環境汚染防止協定）�

○新田工場に問い合わせのあった環境に関する苦情など○�

　苦情などはありませんでした。�

�

藤本　慎治�

環境管理統括者�
参与�



　企業活動を行っていく上で、地域環境との調和

は優先的に考えるべき問題です。日野自動車は、

「良き企業市民」として果たすべき役割を自覚し、

社会の要請に応え、社員一人ひとりが広く地域や

社会に目を向け、より豊かな社会づくりに貢献し

ようと努めています。�

　大きく分けると、教育・学術研究、国際貢献・協

力、社会福祉、自然環境、地域社会などの分野で社

会貢献活動を行っています。地域活動の分野では一

般市民を招いて、さくら祭りを実施し、様々な催し

を楽しんでいただき親睦を深めています。また、市

の産業祭や環境フェスティバルへの参加や工場見

学会の開催などを通じ「良き企業市民」としての理

解を得るよう努めています。�

工  場  名�

日野工場� 257

170

46

羽村工場�

新田工場�

件　　数�

9，788

13，873

1，545

473３工場合計� 25，206

人　　数�

■日野工場さくらまつり� ■日野工場さくらまつり�

■十勝大平原国際クロスカントリー�
　（北海道・芽室町テストコース提供）�

■八王子環境フェスティバル�

■友愛学園祭�
　（運営スタッフとして参加）�

■KIDSディズニーランドプロジェクト支援�
　（バスの提供とボランティア参加）�

KIDSをはじめとするボランティア団体への支援�
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活動の概要�

地域に根ざしたイベント実施�

工場見学会参加人数（’00年度）�

ボランティア活動支援�

「より豊かな社会づくりへの貢献」�

社会貢献活動�

■茨城テストコース見学会�



１．設立の経緯�

「社会環境との調和」を基本理念として、新しい

車づくりのコンセプト「人と街に響きあう」を

基に、クルージングレンジャーやハイブリッド

低公害バスなど多数の車を世に送り出してきた

日野自動車が、’92年（平成４年）５月に創立50

周年を迎えるにあたり、各種記念事業の一環と

して、上記理念に沿って自然環境保全に貢献す

る各種事業を展開するために設立しました。�

２．設立年月日�

1991年（平成３年）７月30日�

３．事業の内容�

「地球規模で考え、行動は足元から」をモットー

に下記事業を行っています。�

①樹木や草花など植樹の実施及び助成�

②自然環境の保全活動に対する助成�

③自然環境の保全に資する調査・研究への助成�

④自然環境保全に資する啓発活動の実施及び助成�

４．役員�

①理事（９名）理事長　二見富雄　�

②監事（２名）�

③評議員（14名）�

５．基本財産�

640百万円�

尚、八王子市板当国有林内に分収育林制度によ

る契約林（通称：HGFの森）８haを所有。�

６．主な行事（2000年度）�

５月：森に親しむ集い（於：HGFの森）�

６月：総会（理事会、評議員会）�

　　　講演会（「海と地球環境」）�

８月：＃１助成先選考委員会�

９月：＃２助成先選考委員会�

11月：助成金贈呈式、活動発表会�

７．助成実績の推移�

■森に親しむ集い（HGFの森）�

■祝迎21世紀記念植樹祭�

■いちょうの会植樹祭�

■助成金贈呈式�

■助成先発表会�
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（財）日野自動車グリーンファンド�

（百万円）� （件）�

'99'98 '00'97'96'95'94'93'92'91 （年度）�
0

5

10

15

20

25

5

10

15

20

25

30

0

35

4.5

8

9.1

19

6

13

14.9

21

15.3

22

15.5

25

16

29

15

22

14.9

18

23.5

10

累計金額　135百万円　　累計件数　187件�

件数�
金額�



Ｑ１．本報告書についてどのようにお感じになりましたか。�
　　（１つだけ○）�
�
　１．たいへんよくできている　　　２．よくできている�

　３．普通 　　　４．あまりよくない　　　５．よくない�

�
上記のようにお感じになったのは、どのような理由からです
か。内容・読みやすさなど、具体的にお聞かせください。�
�
�
�
�
�
Ｑ２．本報告書の内容のうち、とくに印象に残ったこと・知
　　　ってよかったと思った事柄はありましたか。�
�
�
�
�
�
�
Ｑ３．本報告書の内容について、足りない点や改善した方が
　　　よい点がありましたら、お聞かせください。�
�
�
�
�
�
Ｑ４．昨年の環境報告書をお読みになった方へ。�
　　　今回は昨年に比べていかがでしたか。�
�
　１．かなり充実した　　　　　２．少し充実した�

　３．変わらない　　　　　　　４．昨年の方がよかった�

�
上記のようにお感じになったのは、どのような理由からです
か。具体的にお聞かせください。�

日野自動車（株）　環境室�

誠に恐縮ですが、下記アンケートに御記入の上、上記ＦＡＸ宛てに御返送いただきますようお願い申し上げます。�
継続的改善をめざし、来年度以降の環境報告書作成に検討・活用させていただきます。�

◆ご協力ありがとうございました。差し支えなければ、あなたご自身についてお聞かせください。�

Ｑ５．本報告書でお知りになった日野自動車の環境問題への
　　　取り組みについて、どのように感じられましたか。�
�
　１．かなり評価できる　　　　２．まあ評価できる�

　３．あまり評価できない　　　４．全く評価できない�

�
上記のようにお感じになったのは、どのような理由からです
か。具体的にお聞かせください。�
�
�
�
�
�
Ｑ６．環境問題への取り組みに関して、あなたは日野自動車に
　　　何を期待されますか。具体的にお聞かせください。�
�
�
�
�
�
�
Ｑ７．環境報告書をご覧いただいたあなたのお立場と、本報告
　　　書の存在をお知りになったルートをお聞かせください。
　　（いくつでも○）�
�
●お立場�
�
　１．日野自動車の工場や事務所がある地域に住んでいる�

　２．日野自動車と取引関係にある　　　３．政府・行政関係の方�

　４．環境団体などＮＰＯ関係の方　　　５．報道関係に従事の方�

　６．日野自動車の従業員及びその家族�

　７．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　）�

�
�
●情報の入手ルート�
�
　１．新聞　　　２．雑誌　　　３．日野自動車のホームページ�

　４．日野自動車の販売店　　　５．友人、知人から聞いた　�

　６．その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

�

�

お名前�

ご住所�
ご職業�
勤務先�

（ふりがな）�
性　別�１.男性　２.女性�ご年令� 歳�

部署・�
役職名�

〒�

2001.9

ご意見・ご感想をお寄せください。�

F A X   0 4 2 －5 8 6 －5 9 3 4



本版の報告内容は原則として2000年度（2000年４月～2001年３月）の日野自動車の環境保全に

対する諸活動を対象として記載しています。また、発行が９月のため、大きな進捗については

2001年４月以降の活動も記述しています。�

本報告書は日野自動車のホームページにPDF形式で掲載しています。�

その他、下記の環境への取り組みについても、ホームページよりご覧いただけます。�

�

車種別環境情報／グリーン購入法適合車種リスト／低公害車両のラインナップ／環境に関する

日野自動車の発表�

http://www.hino.co.jp/ 

環境報告書について�

発 行 部 署／ 日野自動車株式会社　生技管理部　環境室�
　　　　　　 東京都日野市日野台３丁目１番地１�
問い合せ先／ 生技管理部　環境室�
　　　　　　 TEL. 042－586－5565　FAX. 042－586－5934�
　　　　　　 経営企画部　広報室�
　　　　　　 TEL. 042－586－5494　FAX. 042－586－5299�
発　　　行／ 2001年９月 �
次 回 発 行／ 2002年秋予定�



性能は、環境のために。

本環境報告書は、再生紙（古紙配合率100％）と大豆油インクを使用しています。
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